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双方向機能を持ち始めた放送

独立型サービスの位置付け

前回は「番組連動型」のデータ放送を紹介したので、

今回は「独立型」のサービスを紹介しよう。現在行われ

ている例には、右に述べるテレビ東京の「ITビジョ

ン」がある。

独立型サービスでは、同時刻にテレビで放送されて

いる番組とはまったく関係のない、ニュースや天気予報

などの情報が提供される。

たとえば、テレビでゴルフ番組を見ているときに、週

末に自分もゴルフに出かけることを思い出して、急に週

末の天気が知りたくなったとする。データ放送画面を呼

び出して、その中から気象情報に関するメニューを選

択すればいい。天気予報番組が始まるのを待つ必要

はなく、自分の好きなときに閲覧できるというわけだ。ま

た、7桁の郵便番号を入力すれば、局地的な予報まで

知ることができる。放送中のテレビ番組に関心がなけ

れば、データ放送によるニュースだけを見ていてもいい。

データ放送の技術を使って、テレビ番組の一覧表を見

ながら見たい番組を検索したり、詳しい番組内容を照

会したりすることもできる。

独立型サービスは、従来どおりのテレビ番組を放送

しながら、それと同時に番組の内容とはまったく別の

情報を伝送することを想定したサービスとして位置付け

られる。

インターネットからウェブページをピックアップして

伝送しているものなどはその典型と言うことができる。

日々増殖しているインターネット情報を放送電波で伝送

することは、視聴者にとってみれば通常のインターネット

利用にともなう通信のコストや検索時間の節約になる

し、テレビ局としても効率よくソフトを調達できるという

ことにつながる。

ただし、テレビ局としては放送中の番組から視聴者

を引き離すことにもなるため、スポンサーへの配慮から

も、あまり独立型を推し進めるのは難しいという問題も

ある。データ放送が本格化してくると、番組連動型も独

立型も、有料放送ではなく広告放送を行う事業者が多

くなることが予想されるため、独立型は独立型でスポ

ンサーを付けていくということになりそうだ。

テレビ東京のITビジョン

1996年10月にテレビ東京は、米国のウインク・コミュ

ニケーションズ社が開発した規格であるインターテキス

ト方式を使って、地上波アナログデータ放送サービスの

ITビジョンを始めた。

放送用電波の隙間（VBI）に文字や図形などのデー

タを入れて送信するもので、インターテキスト機能付きテ

レビを使用するか、一般のテレビに専用チューナーを

接続することで受信できる。さらに、テレビ（または専用

チューナー）を電話回線につなぐと、視聴者からもテレ

ビ局やサーバー管理会社に対して情報を発信できると

いう双方向機能を備えている。

現在行っているサービスには、連動型サービス、独立

型サービス、オンラインサービス（テレビ東京ネットの放

送電波が届かない地域のユーザー向けのサービス）が

ある。

双方向機能はリモコンを使った簡単なものとなってい

る。連動型サービスでは双方向機能を活かして、放送

している番組の内容に関して視聴者からの投票を募り

（映画の評価やクイズの解答など）、その結果を放送中

に直ちにフィードバックするなどの試みも行われている。

たとえば、「開運！なんでも鑑定団」では、鑑定士が「お

宝」を評価する際に、視聴者が自分の鑑定した値段を

入力すると、電話回線で局側に流れるという視聴者参

加型のサービスを実施している。

また、オンラインサービスでは、テレビ画面を使って通

信販売の注文を受け付けるなどの実験も行われている

が、受信機がパソコンではなくテレビであるがゆえの反

応速度の遅さが、かえって高齢者ユーザーに使いやす

いとして好評を博している。
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にし・ただし：さくら総合研究所上席主任研究員。三井銀行
（現さくら銀行）を経て1997年より現職。著書に「デジタル
放送元年」（日刊工業新聞社）、「放送デジタル化の功罪」
（中央経済社）ほか多数。西 正
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